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厚 生 消 防 常 任 委 員 会 要 点 記 録

日  時 令和５年６月２１日（水）

開 会    １０時００分 会議時間

閉 会 １４時００分 ３：５０

場  所 委員会室

出 席 者 宮委員長・澁谷副委員長・長谷委員・前田委員・矢野委員・野沢委員・小林委員

傍聴議員：三上議員、吉永議員、早坂議員、太田議員、石井議員、柏野議員、新岡議員、

生本議員

説 明 者 副市長、生活環境部長、保健福祉部長、子ども未来部長、消防長

外１２名

傍 聴 者

数 １人

事 務 局 議会事務局長、議会事務局次長、議事担当主査 記 者   ３人

会 議 の 経 過 事 項

小路生活環境部次長

秋 葉 警 防 課 長

上田島松出張所長

前 田 委 員

秋 葉 警 防 課 長

委員長が開会を告げ、傍聴の許可をし、議事日程について説明する。 

●日程１．所管事務調査について 

１）・厚生消防常任委員会 所管事項にかかる「組織図」、「事務分掌及び組織」及

び「現況と今後の展開」について 

・事故等発生（処理）報告について 

資料説明 事故等発生（処理）報告書 

【質疑】 

  なし 

●日程２．消防本部・署関連 

 １）報告事項 

資料説明⑱令和４年度消防車両等整備状況について 

資料説明⑲市内小学校における救命講習の授業導入について 

【質疑】 

① 災害対応等々の中にドローンについての報告がない。災害等において赤外線セ

ンサーを付けると効果が発揮できる。赤外線センサーを付ける検討はされている

か答弁願います。 

① ドローンの災害等の活用実績は増えていないが、上空からの撮影に活用できて

います。現在所有しているドローンの部品がもう購入できないような状況になっ

てきており、今のドローンが壊れた場合、修理ができないという状況です。赤外

線や熱感知システムを搭載したドローンの整備については検討を進めています。
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桑原生活環境課長

〃 

〃 

渡邊地域担当主幹

山 口 市 民 課 長

東脱炭素推進課長

〃 

中山廃棄物管理課長

〃 

前 田 委 員

桑原生活環境課長

【質疑】 

  なし 

１)報告事項終了  

●２)その他所管事務調査について 

【質疑】 

  なし 

日程２．消防本部・署関連 終了 

（出席者交代） 

●日程３．生活環境部関連 

資料説明①市営駐車場・駐輪場の指定管理者制度の導入について 

資料説明②地域公共交通計画の策定について 

資料説明③交通公園の今後の在り方について 

資料説明④町内会・自治会活動に関する他市調査の結果について 

資料説明⑤恵庭墓園に対する市民アンケート調査について 

資料説明⑥ゼロカーボン・ロードマップへの取組について 

資料説明⑦(株)北洋銀行、(株)ゼロボードとの脱炭素に関する連携協定について 

資料説明⑧令和４年度ごみ組成調査結果について 

資料説明⑨ごみの発生抑制と再使用・再生利用の促進について  

【質疑】 

① 資料③と④について確認したい。交通公園のあり方について、平成２６年の整

備方針と今回が同じ結果であるのは理解できない。過去の一般質問への答弁で交

通公園の利用者の様々な声の把握について事業者に確認するとともに市民ニー

ズの把握に努めたいとの答弁があった。事業者とどのような協議等をしたのか伺

います。 

② 過去の答弁で現在の整備内容についてホームページやフェイスブックなどを

活用し情報発信に努めたいとあったが実施状況について伺います。 

③ 過去の答弁で利用者ニーズの把握に努め、利用者が安全安心して利用できるよ

う施設管理のあり方について検討して参りますとあった。市内世帯無作為抽出に

よるアンケートを実施したがこのアンケート調査で本当に目的が達成したのか

伺います。 

① 事業者との協議については交通安全協会からの要望を受け、意向を聞き取り協

議をしてきました。利用人数に関する調査の必要があるということになり、市民

意識調査等を行い、調査結果を双方で共有し、施設整備計画のあり方や公園機能

などについて協議をしています。 
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前 田 委 員

桑原生活環境課長

前 田 委 員

桑原生活環境課長

② 情報発信については市のホームページで位置情報の発信をしてきたが情報発

信を改めて強化するということで、専用のページを市のホームページ内に設けて

情報の発信をしています。 

③ 調査の手法については市民意識調査を行い、利用者以外の方にも状況を伺うと

いうことで実施しています。交通公園の利用の状況、現在の満足度、施設整備に

対する要望改善点などについて調査しました。この結果を今後のあり方の基礎資

料としてきたところです。 

④ 事業者と協議されたとのことであるが何回協議されたのか。現場の声である要

望書は交通安全にふさわしい機材を整備してというものだったはず。今後の方針

が決定した段階で事業者に対する説明、協議を行い、事業者は理解納得されたの

か伺います。 

⑤ 交通公園という名前であればふさわしい機材を準備してください。実態が伴わ

ないのであれば名称を変えたらと質問をしたことがある。人口７万人を超えた恵

庭市に交通公園がないということで影響がないのか伺います。 

⑥ アンケートは無作為抽出で２０００人を対象としたが自転車の利用が主体と

なっている公園であり、小学生、幼児、そういう子供をもつ２０代３０代４０代

の利用者となりうる人を対象にアンケート調査することが大事だったのではな

いか。交通公園の利用者を対象とするアンケート調査をなぜしなかったのか伺い

ます。 

④ 協議については正確な数字が今、分からないのですが、アンケート結果の協議

を行い理解を得ています。 

⑤ 名称については自転車が乗れる公園としての機能を継続する考えでおり、分か

るような名称としていきたいと考えています。交通安全施策については各団体の

役割や市との連携などを総合的に協議再編することも必要かと考えており交通

安全協会と協議して参りたいと考えています。 

⑥ 利用者アンケートは個人と団体に行っており、昨年度の常任委員会で報告させ

ていただいた内容で実施しました。 

⑦ ヘルメット着用が努力義務となっている。ヘルメット着用についての教育をす

る、ヘルメットを着けさせる、ヘルメットは市がしっかりと設置をする。そして、

信号機を設置して下さい。信号機が赤だったら止まる、青だったら進む。そうい

うことで自転車の暴走行為は防げる。市が主体的に考え、行っていただきたいが

ご所見を伺います。 

⑧ 議会答弁で市民ニーズを的確に把握するとともに、交通公園のあり方、施設整

備の必要性について判断して参りますとあった。結果的に施設整備が必要なしと

判断に至った。アンケート調査をもって判断に至ったのかご所見を伺います。 

⑦ 信号機については交通安全教室で使用している簡易信号機があるのでそちら

の活用も可能かと考えています。ヘルメットについては過去には交通安全教室に

おいて貸出を行ったことがあるがアタマジラミなど衛生面の問題があり着用で
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野村生活環境部長

横 道 副 市 長

小 林 委 員

東脱炭素推進課長

小 林 委 員

東脱炭素推進課長

きないという声もあり、しかしヘルメット着用の努力義務もあり、どのようにで

きるか交通安全協会と協議して検討していきたいと考えています。 

⑧ 市民ニーズ調査が限定的だったのではとの質問について、説明を補足します。

無作為抽出の２０００名アンケートの他に交通公園利用者の方、利用団体にアン

ケート実施した。他市の交通公園の実施状況についても状況を伺っています。そ

うした中で、利用人数について、時間単位で計っていたが例えば１時間おきに計

る中で同じ人を１時間後もカウントする実態が分かりました。利用人数は回復し

ているが表示されている人数よりも実際には少なかったと認識しています。ま

た、交通安全に関して、交通安全推進委員会や指導委員会、交通安全協会など様々

な団体の協力を得て行っており、総合的に交通安全施策について考えていきたい

と考えています。 

⑧ 交通安全の普及啓発については推進委員それから安全協会のお力なしには成

しえないので市民の力を借りながら今後も進めて参ります。自転車公園というこ

とで設備については移動式の設備などもあり、元の交通公園だけではなくて他の

場所でも使えるものについて検討していきます。また、維持管理のあり方につい

ても安全協会の方とも議論しながら交通安全施策を進めて参ります。 

【質疑】 

  なし 

 １）報告事項終了 

●２）その他所管事務調査 

 【質疑】 

① 事業者から発生していると思われる悪臭の対策について市でも取り組んでい

ただいたかと思うが、その悪臭対策について、現在どのようになっているか、ま

た市がどのように認識しているかについて伺います。 

① 事業者に対し、令和２年の臭気測定臭気物質において基準を上回ったため、令

和３年に事業者から改善の計画を提出、対策をしてもらい、改善状況については

恵庭市と石狩振興局で立ち入りして確認をし、そして令和４年１１月に一度完了

していることを確認しました。事業者の自主測定においても臭気物質、その後、

臭気指数に変わりましたが双方で指数を下回っているという結果となりました。

令和５年１月に臭気を測定したところ、臭気物質はクリアしたが、臭気指数の方

が上回ったことから、石狩振興局と連携しながら測定の方法や事業所に更なる対

策を講じるよう協議しているところです。 

② 市役所が閉庁の土日に異臭が漂っていると市民の方から寄せられております

がこの件に関して市は把握しているか伺います。 

② 苦情の案件につきましては、その事業者が搬入するのが月曜日から土曜日であ

り、土日について特段の苦情があるという状況ではありません。 
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笹 川 福 祉 課 長

根岸国保医療課長

佐藤障がい福祉課長

小路介護福祉課長

佃 保 健 課 長

〃 

佐藤障がい福祉課長

矢 野 委 員

佐藤障がい福祉課長

２）その他所管事務調査について終了 

  １１時１０分 休憩  

  １１時２０分 再開 

●日程４．保健福祉部関連 

１）報告事項 

資料説明⑩恵庭市ケアラー実態調査の概要について 

資料説明⑪第３期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実施計画について 

資料説明⑫えにわ障がい福祉プランの策定について 

資料説明⑬第９期恵庭市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定について 

資料説明⑭健康づくり・食育等に関する市民アンケート調査の実施について 

資料説明⑮新型コロナウイルスワクチン接種について 

【質疑】 

なし 

１）報告事項終了 

●２）その他所管事務調査について 

本年６月１６日付の新聞報道のありました元従業員３人、恵庭の牧場提訴へとの

記事について、現時点でお話できる範囲についてご報告します。昨年１２月に市に

対して弁護士による公文書公開請求があり、公文書不存在決定を行ったものの他に

ついては、個人情報を除いた一部公開決定を行いました。本年３月には、申立人に

よる証拠保全申立てに基づく札幌地方裁判所の決定がなされたことにより、市の委

託事業者である恵庭市障がい者総合相談支援センターｅ-ふらっとにおいて、証拠

調べが行われ、ｅ-ふらっとが保有する文書を証拠保全として裁判所がコピーして

持ち帰りました。市は本市職員を委員とする保健福祉部障がい福祉課事案調査委員

会を立ち上げ、現在調査を継続しています。新聞記事にもありましたが、今後提訴

の予定とのことであり、裁判に関わる事柄にもなってくるものと想定しており、本

案件に関する具体的な内容につきましては、現時点で説明できないことをご理解願

います。 

【質疑】 

① ただいま調査委員会を立ち上げとありましたけれども、調査委員会の設置目

的、設置の背景、構成メンバー、現時点で委員会の開催回数、調査委員会の進め

方について伺います。 

① 委員会の構成メンバーについては、部長職１名、次長職１名、課長職１名、主
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小 林 委 員

佐藤障がい福祉課長

前 田 委 員

佐藤障がい福祉課長

前 田 委 員

佐藤障がい福祉課長

前 田 委 員

佐藤障がい福祉課長

査職１名の計４名です。これまでの委員会開催回数につきましては５回です。委

員会の中では状況確認や当時の担当職員の出席による聞き取りなどを行ってい

ます。 

① 第三者委員会を設置して外部の者に調べていただくべきではないか。恵庭市民

の方々もメディアを通して、たくさんの方が知った。今、恵庭市職員に対して、

市民の信用は揺らいでいるのではないか。市民に対する説明責任をぜひ果たして

いただきたいと思うが、ご所見をお伺いします。 

① 今後、この問題提訴の予定ということであり、裁判に関わる事柄にもなってく

ると想定しています。そのことから、現時点で説明できないということをご理解

願います。 

① 説明にあった昨年１２月の弁護士からの公文書公開請求で、一部公開決定を行っ

たものおよび公文書不存在決定により公開を行わなかったものについて、伺いま

す。 

② 本年３月に証拠調べを行ったｅ-ふらっとにどのような事業を委託しているの

か伺います。 

① 昨年１２月の弁護士からの公文書公開請求について、一部公開決定を行ったも

のは、当時の障害者支援団体であります育英会支援関係の資料、また文書保存期

間の満了に伴う公文書不存在決定により公開を行わなかったものは、平成２８年

頃の牧場訪問記録関係の資料です。 

② ｅ-ふらっとについては、社会福祉法人恵庭光風会の事業所であり、市からの

委託を受け、障がい者に関する相談支援事業や就労相談、就労支援事業、障がい

者虐待防止センター事業などについて委託契約を行い、業務を行っています。 

③ 市内の牧場で働いていた知的障害者３人が、１８年間から４５年間、ほぼ休み

なく働いたものの賃金が支払われず、２００３年以降の障害年金がほぼ全額引き

出されていたとのことについての認識を伺います。 

④ 市は虐待を把握したのに、牧場への指導や道への通知を怠ったとされることに

ついての認識を伺います。 

⑤ 代理人が主張する、市は牧場経営者が市議経験者だったことで忖度をして、虐

待を放置した。これについての本市の認識について伺います。 

③④⑤ 今後提訴の予定とのことであり、裁判に関わる事柄にもなってくるものと

想定しており、現時点での説明ができないことをご理解願います。本件に関わる

市の考えにつきましては、今後想定される裁判の中で主張して参りたいと考えて

います。 

⑥ 今後の推移がどういう状況になっていくのか伺います。 

⑥ 新聞報道によりますと、来月にも札幌地裁へ提訴するということである。今後

訴状が届き次第、市の顧問弁護士とも相談をしながら対応していきます。 
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狩野子ども政策課長

〃 

  １２時００分 休憩  

  １３時００分 再開 

●日程５．子ども未来部関連 

 １）報告事項 

資料説明⑯「子育て支援センター」・「子どもひろば」の民間委託につい

て 

資料説明⑰「恵み野子どもの集う場所（ふーれ恵み野）」の指定管理者制 

度の更新について 

【質疑】 

  なし 

 １）報告事項終了 

●２)その他所管事務調査について 

【質疑】 

  なし 

２）その他所管事務調査について終了 

日程５．子ども未来部関連終了 

（理事者及び執行部退席） 

【委員間協議】 

●日程６．閉会中の所管事務調査項目について 

なし 

●日程７．その他 

厚生消防常任委員会行政視察について 

・視察の時期  ８月に実施するのであれば航空券の手配の関係もあり、７月上旬

には日程を決定したい。 

・視察テーマ  視察したい事項とその先進地を提出して下さい。 

・周   知  視察先の受入れ可否などはラインワークスで報告する。 

委員長が閉会を告げる 

― 終了 １４時００分 ― 


